






する論文のある荒木が最初期から 1799 年までを、19 世紀アメリカ詩を多く研
究する澤入が 1800 年から 1899 年までを執筆する。つづいてセオドア・ドライ
サーに関する著作のある渡邊が 1900 年から 1969 年までを担当し、トニ・モリ












































イテスト・ショーマン』を見た後の読者であれば、1811 年を皮切りに 1882 年
まで繰り返し現れる「フィニアス・T・バーナム Phineas T. Barnum」の名前
を辿ることで、映画を追体験できるはずだ。
ある物事が他の物事と関わり合う瞬間を見つけることができるのは、あらゆ
19
る事例を並置する「年表」の利点の一つだろう。女性の権利運動の流れを見つ
つ、他方で医療技術の発展を目の端に捉えていると、その両者がやがて女性の
避妊の権利をめぐる裁判として交差することに気づく。そしてそのまま読み進
めた読者は、避妊をめぐる議論が 20 世紀末に至るまで繰り返し続くことを知
るのだ。
通し読みだけでなく、拾い読みも楽しい。運が良ければ、「メリーランド州
で蒸気機関車一寸法師 Tom Thumb号，馬と競走．機関の故障により敗れる」
（103）といった、思わず目を留めてしまうような出来事に巡り会える。こういっ
た、当時の市井の人々が夢中になったであろう事柄が、アメリカ同時多発テロ
のような歴史的事件や、オバマ大統領当選といった記念碑的出来事と同じフォ
ントで書かれているところに、「高尚な学術・芸術だけ」が「文化」（帯文句よ
り）ではない、という監修者や著者たち、そして編集者の思いが透けて見える
ようである。
本書によって私たちは、「人種」「ジェンダー」「階級」という、いま私たち
が直面している問題の経緯を辿ることができる。このことは、私たちがそれぞ
れの問題について考える際の土台となるだろう。だが本書にあるのは、そのよ
うな「高尚な」出来事や歴史的事件だけではない。権利を求めて戦った人々の
周囲で、日々を暮らしつつ娯楽やヒーローを求めた人々の営みと、その中で育
まれてきた「文化」を、私たちは本書からうかがい知ることができるのだ。
